


02 新小山市民病院だより　●第 42 号●　令和 5年 9月 1日発行

令和 5 年 5・7 月入職の職員紹介
新たに7名の職員が入職しました。 － ①所属 ②出身地 ③趣味 ④専門分野（医師のみ） ⑤ひとこと －

茗荷 宏昭
みょう が ひろ あき

薄井 美由
うす　い み ゆう

平田 真美
ひら た ま み

北村 薫
きた むら かおる

水枝谷 洋子
みず え だに よう こ

廣瀬 麻吏恵
ひろ せ ま り え

あらい なお と

新井 直人

心不全療養指導士が新たに3名誕生しました 糖 尿病教室開催 !
～ 糖尿病について一緒に学んでみませんか ～

◆「糖尿病とがん検診」
　糖尿病・代謝内科　出口 亜希子部長、檜垣 仁人先生

◆「糖尿病と認知症」／永山医院 院長　永山 大二 先生
◆「糖尿病のケア」／ 看護部
◆「糖尿病の運動療法」／リハビリテーション部門
◆「検査値の見方」／臨床検査部門
◆「糖尿病と薬の話」／薬剤部門
◆「糖尿病の食事療法」／栄養管理部門

※直接総合案内、またはお電話でお申込みください。

　電話番号　0285-36-0282（総務課）

　受付時間　月～金 / 8：30～17：00

日　時：令和５年10月1日（日）１0時～12時30分

　　　　（9時30分より受付開始）

会　場：新小山市民病院　２階  さくらホール

参加費：無料

定　員：50名（先着順）

※軽い運動を予定しています。

　動きやすい服装でご参加ください。

❶泌尿器科副部長
❷鳥取県
❸読書
❹泌尿器科全般
❺血尿や頻尿など
ありましたら、いつでもご相談
ください。精一杯頑張ります。
よろしくお願いします。

❶腎臓内科医員
❷真岡市
❸特になし
❹腎臓内科全般 
❺足のむくみや
　血尿・たんぱく尿などの健診異
常がある際はお気軽に受診して
ください。

　よろしくお願いします。

❶呼吸器内科医員
❷栃木県
❸野球
❹呼吸器疾患
❺皆様のお力になれるように努力
　してまいります。よろしくお願
　いします。

❶小児科医員
❷福岡県
❸ねこ、動画視聴
❹特になし
❺小山市や周辺の
　地域医療に微力ながら貢献でき
　るよう頑張ります。ご迷惑をお
　かけすることも多いかと思いま
　すが、よろしくお願いします。

❶看護部  ２Ａ病棟
❷栃木県
❸ハンドメイド、乗馬
❺ 一人ひとりの患者さんに寄り添
　い、丁寧な看護をさせていただ
　きたいと思います。

❶看護部  HCU・救急科
❷茨城県筑西市
❸ランニング、筋トレ
❺明るい笑顔と挨拶で患者様、
　スタッフから信頼される看護師を
　目指して頑張ります。

❶脳神経内科医員
❷那須町
❸語学学習
   （英語、ドイツ語）、
　観葉植物の世話
❹神経内科一般
❺多職種と協力しながら、県南地
　域の医療に貢献できるよう頑張
　ります。

日本循環器学会で認定している「心不全療養指導
士」の試験に、今年も看護師が3名合格しました。
心不全療養指導士の主な役割は、医師以外の医療
専門職が、各々の専門職が持つ専門知識と技術を活
用しながら、心不全患者に対して最適な療養指導を
行うことにあります。心不全は増悪の多くが服薬・
食事など非医学的誘因であること、また高齢心不全
患者は合併症が関連して再入院を繰り返すことが
特徴といえます。心不全療養指導士はそういった予
防可能な心不全増悪に対して、患者本人及び家族な
ど介護者に正確な知識と技術を身に着けていただ
き、発症・増悪予防のためのセルフケアと療養を継
続してゆけるよう支援していく役割があります（日
本循環器学会HPより抜粋）。心不全について、何かご心

配なこと、ご不安な
ことがございまし
たら、いつでもスタ
ッフにご相談くだ
さい。
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令和4年度決算報告！
～　皆様のご支援により地独法化後10年連続の黒字を確保　医業収支でも初の黒字化　～

　令和４年度は、夏と冬にコロナ感染拡大の波があり、以前に比べ重症化患者は減少傾向となるも、逆
に感染力は強まり、当院においても入院患者や職員のコロナ感染が続発し、特に病棟運営や人間ドック
等に大きな影響を受けました。そのような困難な状況の中にあっても、全職員が安定した医療体制の確
保と「断らない救急」体制を維持するという強い信念のもと、従来蓄積した感染防止対策への知見も生
かしつつ、一般診療と中等症以上のコロナ患者治療を両立すべく尽力しました。
　結果、救急車搬送件数は4,703件と県内でも屈指の数となり、通年の病床稼働率も95.5％という高
い値となりました。
　この数字は当院の令和４年度決算にも確実に表れ、純粋な本業での収益（医業収益）は初めて100億
円の大台に乗り、総収支でも地独法化以降、10期連続の黒字を確保することができました。また外部
からの負担金や補助金を除いた純粋な本業による収支（医業収支）でも当院始まって以来、初の黒字を
確保することができました。
　これも地域の皆様のご支援とご理解の賜物であり、心より感謝申し上げます。
　令和5年3月に地独法化10周年を迎えた当院ですが、これからも地域中核病院として、引き続き市民
の皆様のご期待にお応えできるよう、より一層の医療機能の充実に努めてまいります。

　アンギオとは、血管の形状や異常、腫瘍への血管や血流の状態を検査・治療する機器です。
　当院のアンギオ室では血管造影検査を行っています。
　血管造影検査では、鼠径部・肘・手首などの血管にカテーテルという細い管を入れ、そこから造影剤を注
入し、X線で血管を撮影することにより、血管の形態や流れを観察することができます。 脳血管や心臓血
管が細かったり詰まっていたりすれば、そのまま血管内治療をする事もできます。
　新しい装置はプレーン（アーム）が２つあるため、バイプレーン型血
管造影検査装置といいます。 血管を撮影する時、今までは１回の造影
剤の注入で１方向のみの撮影でしたが、バイプレーンでは、１回の造影
剤の注入で２方向の撮影ができるようになります。 そのため、今まで
当院で使用していたシングルプレーンと比較すると、造影剤の使用量
が約半分になる上、検査時間も大幅に短縮されることが特徴です。脳
卒中の治療は時間との勝負になるため、麻痺などが残る機能予後にも
期待ができます。
　これからも、アンギオ室では低侵襲で安全かつ迅速で確実な検査・
治療を提供していきます。

キヤノンメディカルシステムズHPより引用

 

アンギオ（血管造影）室に新しい装置が入りました！
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